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1． はじめに 図 1.にそれぞれのアーキテクチャを示す． 

  現在，個人の好みに合わせた経路探索[Pat 

Langley]などのようにカーナビゲーションシス

テムに関係する様々な研究が行われており，ま

た，製品としては G-BOOK[G-BOOK]のようなネッ

トワーク対応のものも出てきている． 

 

 

 

 

 その中で，既存のカーナビゲーションシステ

ムにおける情報検索は，現実としてユーザ自身

が画面を見ながらパネルを操作することにより

行っている．しかし，車の走行中にパネルを操

作することは大変危険であり，安全性の高い検

索方法が必要であると言える．また，既存のカ

ーナビゲーションシステムの情報検索では, 決

められたコンテンツから情報を取得するため，

コンテンツの情報を即座に更新できないという

問題点がある． 
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図 1. 2 つの情報検索方式 

 

2.1 web 検索型 

 web 上には大量の情報が存在しており，検索エ

ンジンにかける文字列によりさまざまな情報を

集めることが可能である．この情報検索方式は，

現在地の緯度経度の情報を位置情報変換システ

ムにより住所に変換し，その住所を検索エンジ

ンにかけることにより，その地域の情報を集め

る方法である． 

本研究では，ユーザが操作して情報検索を行

うかわりに，GPS による緯度経度の情報をもとに

情報検索を行う 2 つの情報検索方式を提案し，

それらを利用した地域情報の自動検索システム

を設計する． 

 検索する文字列を自動的に生成することによ

り，ユーザが検索のためにカーナビゲーション

システムを操作する必要性をなくした．また，

あらかじめキーワードを入力しておくことによ

り，検索する文字列を生成するときにそのキー

ワードを組み込むことができる．これにより，

現在地周辺のキーワードに関する情報を自動的

に検索することも可能である． 

 

2. 情報検索方式 

 本研究では，2つの情報検索方式を提案する． 

 

- web 検索型 

  ・大量の情報を扱うことが可能(利点) 

web 検索型の方式は大量の情報を扱うことがで

きる反面，関係のない情報も紛れて検索してし

まうという欠点が存在する．そこで，この欠点

を補うために正確性の高い情報登録型の情報検

索方式を提案する． 

  ・関係のない情報も紛れ込んでしまう(欠点) 

 

 - 情報登録型 

  ・適切な情報のみ扱うことが可能(利点) 

  ・登録制のため情報源は少ない(欠点) 

  

2.2 情報登録型  この 2 つの情報検索方式を統合することにより，

それぞれの欠点を補うことが可能となる．  情報登録型の方式では，情報の正確性を保つ

ために，登録した情報のみをデータとして保管

する情報サーバを作成し，現在地の緯度経度の

情報をもとに情報サーバから現在地周辺の店や

施設などの地域情報を検索する．また，登録し

たクライアントが情報サーバの自分のデータを
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自由に書き換えることを可能にすることで，既

存のカーナビゲーションシステムにおけるコン

テンツの情報の更新を即座に行えないという問

題点を解決することができる(図 2.)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 情報登録型の動作 

 

3. 実装 

 本研究では，先に述べた web 検索型と情報登

録型の情報検索システムをそれぞれ構築し，そ

れらをユーザが利用する GUI で統合した． 

 

3.1 naviGUI 

 naviGUI はユーザに対して検索した情報を統合

して表示する GUI(図 3)である．これには，左上

に地図，右上にブラウザ，左下に情報登録型に

よる検索結果，右下には web 検索型による検索

結果を表示する．下の検索結果の情報がランダ

ムに選ばれ，ブラウザに自動的に表示される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. naviGUI 外観 

 

3.2 web 検索型情報検索システム 

 実際の検索部分は Google Web API[Google Web 

API]を用いて構築した．Google Web API は

Google が収集した web ページのデータをプログ

ラミングに組み込むための API である．これを

用いることにより，Google の大量な web ページ

のデータを扱うことができるとともに，検索し

た web ページ群のタイトルと URL を簡単に取得

することできる． 

 

4. web による地域情報検索の実行例 

 本研究では，Google Web API を利用するため，

検索エンジンに Google を用いた． 
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地域情報を検索するために「千葉県野田市」で

検査をかけると約 59,600 件がヒットし，そのう

ちの 100 件を調査したところ，表 1.左に示すと

おり，25 件が運転中に必要でない情報であり，

他の約 4 分の 3 の情報は有効な情報であること

が分かった．また，「レストラン」で絞込みを

した場合では，約 5,370 件がヒットし，そのう

ちの 100 件を調査すると，表 1.右に示すとおり

有効な情報は約半分であることが分かった． 

 

表 1. web 検索の結果 

(検索結果のうち上位 100 件を分類別にした．) 

 

店 2
施設 27件
地域情報 23件
天気 3件
住所郵便番号 14件
他 1
計 100

千葉県野田市

2件

1件
件  

レストラン 48件
他 52件
計 100件

千葉県野田市　レストラン

 
 

 このことから，地域情報を web から検索する

ことは実際に可能であるが，レストランなどの

検索では，地域情報と関係のない情報が多く紛

れているため，情報登録型のような方法を使う

ことにより，正確性をあげることが可能である． 

 

5. おわりに 
本研究では，GPS の緯度経度情報を利用する 2

つの情報検索方式を提案するとともに，これら

を利用することにより自動的に現在地周辺の地

域情報を検索するシステムの開発を行った． 
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